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PROGRAM
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カオグロヒタキ
Le Traquet Stapazin

第2巻

キバシガラス

キガシラコウライウグイス

イソヒヨドリ

Le chocard des Alpes

Le Loriot

Le Merle bleu

第1巻
モリフクロウ

モリヒバリ
La Chouette Hulotte

L’Alouette Lulu

第3巻

ヨーロッパヨシキリ
La Rousserolle Effarvatte

第4巻

第5巻

ノスリ

クロサバクヒタキ

ダイシャクシギ

La Buse variable

Le Traquet rieur

Le Courlis cendré
ヒメコウテンシ
L’Alouette Calandrelle

ヨーロッパウグイス
La Bouscarle

第7巻

コシジロイソヒヨドリ
Le Merle de roche

第6巻

※車いす席はお電話でのみ販売しております。
※未就学児童はご入場いただけません。
※やむを得ない事情により、曲目等が
　変更となる場合があります。あらかじめご了承ください。

一般発売

9/6
日

☎0798-68-0255
（10:00AM ‒ 5:00PM　月曜休み ※祝日の場合翌日）

https://www.gcenter-hyogo.jp
主催：兵庫県、兵庫県立芸術文化センター

インターネット予約
※窓口での販売（残席がある場合）は9/8（火）より

5:30PM終演予定【休憩2回含む】
2:00PM開演（1:30PM開場）

土 A ¥ 4,000 B ¥ 3,000（税込／全席指定） 〒663-8204 兵庫県西宮市高松町2-22 阪急西宮北口駅南改札口スグ／JR西宮駅より徒歩15分（阪急バス7分）

芸術文化センター
チケットオフィス

芸術文化センター会員
先行予約受付開始 9/4
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　フランスが生んだ20世紀最大の作曲家のひとりであるオリヴィエ・メシアン。今回、メシアン演奏の第一人者、
児玉桃が挑むのは、メシアンの代表作『鳥のカタログ』全曲演奏だ。3時間近くに及ぶ超大作が一時に
演奏されるまたと無い機会となる。
　児玉は、メシアン生誕100年のメモリアルイヤーに「メシアン・プロジェクト」と題した演奏会を行い、その企画
と演奏ともに絶賛され、「中島健蔵音楽賞」「芸術選奨文部科学大臣新人賞」を受賞した。今やメシアンの
スペシャリストとして広く知られる児玉とメシアンの音楽は分かつことのできない存在なのだ。
 　『鳥のカタログ』には、全13曲のタイトルに鳥の名がつけられ、70種以上の鳥の歌声がおさめられて
いる。鳥類学者としても知られるメシアンは、550種類の鳥の声を聴き分けられたと言われているが、何故
それほどまでに鳥の歌に魅せられたのか。メシアンは云った。「すべてがだめになり、進むべき道も分からず、
言うべきことなど何もなくなったいま、何を師と仰げばよいのか、(中略) 絶望したものに信頼をとりもどしうる
人間的な音楽がない。このときにこそ大自然の声が来るべきなのだ。」メシアンは自然に答えを探し続け、
その中にあるもっとも音楽的な鳥の声に耳を傾け、無限に広がる音楽の森を作り上げた。
　児玉桃による13羽の鳥たちが神戸女学院小ホールに舞い降りる時間を心ゆくまでご堪能いただきたい。

　J.S.バッハからメシアンを含む現代作品まで、幅広いレパートリーと豊かな表現力でその演奏は高い評価を得ている。
　幼少期をヨーロッパで過ごし、ドイツで教育を受けた後、パリ国立高等音楽院にてM.ペライア、A.シフ、T.ニコラエワに師事。1991年
ミュンヘン国際コンクールで最年少最高位を獲得し、その才能を世界に示した。
　その後、ヨーロッパ、北米、アジアで活動を展開。ケント・ナガノ指揮ベルリン・フィル、小澤征爾指揮ボストン響、モントリオール響、
フランス放送フィル、スイス・ロマンド管など、世界一流のオーケストラと多数共演。
　現代音楽にも積極的に取り組み、特に細川俊夫からの信頼は厚く、数多くの作品を手掛けている。ピアノ協奏曲「月夜の蓮 ̶
モーツァルトへのオマージュ̶」は、ハンブルクにて北ドイツ放響と世界初演、日本初演を小澤征爾指揮＆水戸室内管により行われ、
CD化もされ大きな話題を呼んだ。
　メシアン作品のエキスパートとして、2008年メシアン生誕100周年のシリーズ公演をはじめ、ピアノ協奏曲を含む多くの作品を
世界中で演奏を重ね高い評価を得ている。
　CD録音も活発で、オクタヴィア・レコード、ECMから多数リリース。
　後進の指導にも力を注ぎ、現在はドイツのカールスルーエ音楽大学教授を務める。また、エリザベート王妃国際音楽コンクール、
ショパン国際ピアノコンクール、ジュネーヴ国際音楽コンクール、ロン＝ティボー国際コンクールなど、数々の世界的コンクールで審査員
を務めている。2027年開催の第13回浜松国際ピアノコンクールでは審査委員長を務めることが決定している。
　平成20年度芸術選奨文部科学大臣新人賞を受賞。令和4年度芸術選奨文部科学大臣賞を受賞。現在はパリに在住。

さあ、児玉桃のピアノとともに メシアンの森へ

児玉 桃（ピアノ）

La nature 自 然

M
E

S
SIA

E
N

ラ　　　ナ チ ュ ー ル

M
o

m
o

 
K

o
d

a
m

a
,

 
p

i
a

n
o

2018年7月12日神戸女学院小ホール


